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１．はじめに
　
　火曜日 3 限に開講している笹川担当の「現代社会と
社会教育Ⅱ / 生涯学習論」は、前期（春学期）の「Ⅰ」
で「エゴイズムと自己表現、社会貢献」を行い、ego=
私を軸に、表現から社会貢献への筋道を、「エゴイズム
= 利己主義」という日本、韓国、中国等での誤解を解
きほぐしながら、進めてきた。これについては、これ
までに 2 度ほど、本年報上で報告をしたので、今回は、
この授業の後期（秋学期）の授業「グローバリゼーシ
ョンと教育」について、初めて、その概要と授業によ
る発見について、報告する。
　この「グローバリゼーションと教育」は、前期を踏
まえて、今度は、表現から社会貢献を地球規模で見聞
きし、感じ、考えることを狙いとしている。
　
２．授業の経過
　
　今年度の授業の受講生は 50 名強であった。講義だ
けだと深まりにくい面もあるので、10 のグループに分
けて、グループワーク等も組み込んでおこなった。
（１）学生たちが持っている「グローバリゼーション」
「国際化」イメージ
　最初に、「グローバリゼーション」と「国際化」との
共通点と違いについて、語ってもらった。すると、日
ごろから気になっているが、よくわからない、という
反応が一番多く、そのうえで、「グローバリゼーション
は身近な感じ」「国際化は国などが行う」というイメー
ジが出された。
　これを受けて、国際化の前提には「国民国家」「ナシ
ョナリズム」がありそれに橋をかけることが「国際化」
「インタナショナル」だと説明した。それに対して、「グ
ローバリゼーション」は、主に資本の多国籍化を原動
力として、資本や商品、貨幣や人などが国境を越えて
活動している状態を「グローバリゼーション」だと説
明した。
　
（２）「近代化」と「グローバリゼーション」とリテラ
シー社会・教育
　そのうえで、なぜ、グローバリゼーションが起きる
のかということを、「近代化」との関係で説明した。
　すなわち、①「科学省の・技術革命と工業化」が②
「大量生産・大量消費システム」を作り、それが③「市
場経済社会」を地域から全地球的に拡大する。市場経
済は、④物やサービス、労働力の売買契約とともに、
国家と国民との契約・再契約を進める。⑤この過程で、
「自由と平等、基本的人権と主権の意識」が高まり定
着し、民主主義が制度として整えられる。この契約社
会に対応するために、また市場経済や、科学技術の創
造や活用のために、⑥リテラシー社会、自己表現社会、
社会貢献社会が作られる。⑦そして、この全体が国家
を基盤としつつも、EU や ASEAN などの地域国家の創
設も視野に入れながら、地球規模で展開しつつあるの
が、現在の「グローバリゼーション」である。だから、
個人や自治体、企業、NPO なども主役となる「グロー
バリゼーション」は、国家間の関係性である「国際化」
も包み込みながら進行している。そしてその際に、「グ
ローバリゼーションの光と影」についても、ヨハン・
ガルトゥングの「構造的暴力・積極的平和論」の解説
も含めて説明した。
　これらの説明は納得がいったようだった。
　
（ ３） 新 聞 記 事 と SDGs（Sustainable　Development 
Goals）による視野の拡大
　次いで、「自分でグロ - バリゼーション、国際化に関
係があると思う新聞記事」を切り抜いて、A ４サイズ
1 枚のレポートを書くことを宿題として、グループワ
ークを行った。この結果、話は大いに盛り上がったが「う
まく纏まらない」という声が各班の発表で出された。
　そこで、2015 年に国連が採択した国際目標である
SDGs（Sustainable Development Goals）に関する外務
省の HP 上の記事を配布して説明した。
　これについてまた、班ごとに議論したが、「SDGs で
すっきりした」という声が多く出された。国際会議で
採択されたものだから、「妥協の産物」ではあるけれど、
これが今日の国際社会、世界の共通目標を知ったこと
で、視野が開けたようだった。
　「グローバリゼーションと教育」の授業から
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　（４）「質の高い教育」についての質問
　教育系の授業ということもあり、第 4 目標となって
いる「質の高い教育を全ての人に保証する」というこ
とに関心の 1 つが集まり、議論をした。
　そして、授業感想の中で、「先生はこの授業は質の高
い授業だと思いますか？」という質問が出たので、翌
週のフィードバックの際に、この質問については、「質
の高い教育」の理解とともに、見解を述べることとした。
　
（５）「文芸」創作による「グローバリゼーション」「国
際化」
　次いで、秋の天気の良い日が授業日になったので、「法
政大学内外で『グローバリゼーション』『国際化』を見
つけて、俳句・川柳・短歌・狂歌を 3 つ創る」課題を
出した。外濠公園と靖国神社の範囲なら門の外に出て
もよい、こととした。時間は 30 分。班ごとに行動す
ることを条件とした。
　戻ってから、「句会」の要領で、一人持ち点 3 点で投
票を行い、投票理由を述べあった後に、作者を明かし
て作った意図を聞く作業を行い、グループごとに発表
した。これは、言語表現ではあるが、「論文」形式の表
現でなく、「文芸」で、「学術」に対する「芸術」だっ
たので新鮮な作業だったと見受けられた。
　
（６）定期試験課題と私が考える「質の高い教育」
　年が明けて、「定期試験」の課題を出し、パワーポイ
ントで提出することとした。課題の形式は、前期授業
と同じで、「『グローバリゼーション』『国際化』と『教
育』について」で、「１．授業前のイメージ」「２．授
業を通じて変わったことを 3 つのトピックで説明す
る」「３．今後の自分の課題について」の 3 つの構成部
分からなるものとする、とした。
　この課題を出した後で、約束通り、私が考える「質
の高い教育」について、授業の実際の展開を踏まえて、
説明した。そのポイントは後に述べる①認識における
2 焦点の楕円構造と、②教育実践のサイクルであった。
　
３．授業による発見
　この授業を通して学生から触発され、私が「発見」
した内容を次に記しておく。
（１）教育活動における２焦点・楕円モデル
　人間の認識の展開は２つの軸の相互関係の中で成立
する。
①　2 つの軸とは、自分（たち）の体験・経験に基づ
いて記憶・情報・技能・知識化された認識と、人類
や様々なレベルでの地域、組織の中で洗練され「一
般的」「常識」とされる情報・技能・知識化された認
識である。
②　そして、この両者の間で起こる、個々、あるいは
集団的な行為は、人間の認識に何らかの変化をもた
らす。新しい体験、情報、技術・技能、知識体系、
それを担う人々などが、インプットされ、疑問や問
題意識が発生する。これは、一定の範囲での認識の
変化・更新を意味する。そしてこれは、既存の知識
体系の変化・更新・創造の基盤となる。
③　この更新された認識は、個人的あるいは集団・組
織的レベルで練られて、言語的・身体的・物質的な
表現へとつながる。これは、認識変化の作品化の第
一段階である。
④　この表現を、より多くの人々と共有できるように
工夫して作品化の質を上げることを通して、「社会貢
献」が実現する。
⑤　そして、この社会貢献のプロセスや結果は、再び「自
分（たち）」と既存の体系との相互作用の中に戻り、
入れられる。
⑥　このことによって、最初の「自分（たち）」の認識
と、既存の体系との両方が修正され、リニューアル
される。
　
（２）グローバリゼーションを視野に入れた個別学問
の体系構築努力の必要性
　もう 1 つは、この 2 焦点楕円イメージを実際に遂行
するためには、認識内容と関係する「学」の再構成の
必要がある。ここでは便宜的に私が専門の 1 つとする
「湿地学」を例に、項目だけを述べておく註1。
①　湿地学の認識基盤としての個々の人や組織の体験
とその共有（経験化）
②　湿地の自然学
ⅰ）湿地の水文学　
ⅱ）湿地の生命学・生理学・医学・病理学　
ⅲ）湿地の生態学
③　湿地の人類学、湿地の文化学
ⅰ）湿地による飲み水・生活用水の調達および廃水
学
ⅱ）湿地における食料調達・調理学
ⅲ）湿地の産育習俗、通過儀礼、神事
ⅳ）湿地の衣料品、住居・建築学、運輸学
ⅴ）湿地の産業論・産業事故論、湿地の経営学 ･ 経
済学
ⅵ）湿地の遊び ･ 気晴らし学、表現学、景観学
ⅶ）湿地のマネジメント学～「○○湿地保全 ･ 活用
協議会」、計画、条例、法律～
ⅷ）湿地の地域・地方自治体・国家・地球づくり学
ⅸ）湿地の歴史学
ⅹ）湿地の心理・教育学・湿地のキャリアデザイン
学
④　湿地を軸とする地球と社会と人間のサステイナビ
リティー論
48
（３）教育学の構造～教育論、能力・教養論、認識論、
教育実践論～
①「教育」「修身」ということ～「教育」は一方的、「学
習」は自主的という誤解～
　「教育」という人間の行為は、以上のような認識過程
を円滑に進める社会的かつ個人的な営みである。それ
によって、個々人あるいは様々な組織における認識の
展開（development）を促し、同時に、対象となる事柄
についての認識（技や知識、智慧を含む）の体系を更
新し、共有することである。
　この「教育」に関連して、「教育は一方的だが学習は
自主的である」という類の誤解があるので、整理して
おきたい。
　
＊「education」と「building」と「learning」
ⅰ）能力を引き出すeducation
　まず、英語やフランス語の education の語源とさ
れるラテン語の名詞「educatio」は動詞「educo」に
由来し、その意味は「引き出す」「連れ出す」「導き
出す」「出帆させる」「育てる、養育する」とされる註2。 
これは、未熟な若者などを成熟した自分たちの側に
引き出す、連れ出すことを意味するが、同時にそこ
には、若者などの諸能力を引き出す、展開させると
ことが含意されていると考えられる。これは、ドイ
ツ語の「Erziehung」でも同様と言えよう。
ⅱ）人間の能力の全体的形成としてのbuilding
　Education と 並 ん で「building」（ ド イ ツ 語 は
「Bildung」）という言葉がある。これは、個々の諸能
力を前提として、全体的な人間の能力形成を指す。
Bildung は人間が人生の全体を通して成長、自己形成
していくプロセスを指すものとして使われてきた。
また、英語の building は「capacity building」註 3 の
ように、様々なものを統合的にとらえる能力として
の capacity を発達・展開・成熟させていく「形成」
「陶冶（陶磁器や鍛えた鋼を使った刀や鍬などを作る
こと）」を指すものとして、国際会議などで、頻繁に
使われている。
ⅲ）探求・創造としての learning、研究・窮理として
の study
　もう 1 つ大事な単語として「learning」と ｢study｣
がある。日本、韓国、台湾、中国では、「learning」は「学
習」と訳されることが多い。しかし、これは誤りで、「学
問・学習」「習熟・探求」などと訳すことが妥当である。
例えば、よく知られた、ユネスコの第 5 回成人教育
世界会議先の宣言「Declaration of Right to Learn」（い
わゆる「学習権宣言」）には、right to learn の次の
ような例示がある。すなわち、「Read and write」に
加えて、「Question and analysis（疑問を持ち分析す
る）」「Imagine and create（想像し創造する）」「Read 
one’s own world and write his/her own history（自分
の世界を読み解き、自らの歴史を綴る）」「Develop 
individual and collective ability （個人的・集団的能力
を展開させる）」ことなどが掲げられている。
　このような learning の一般性を前提として、深く
掘り下げるという意味での「study」がある。
　
＊「教育」と「道徳」、「修身」、「学問・学習」と「研究・窮理」
ⅰ）双方向的に価値観等を共有する「教育」
　「教育」は双方向的なものである。定評のある漢字
辞書である白川静著『字統』によれば、「教」とは、
長老と若者が一つ屋根の下で共同生活を行い、価値
観や認識、技を共有することだという。
ⅱ）天の摂理の中での人間の性質の開花のための「道」
を実践する「教え」と「道徳」
　『中庸』冒頭句は「天が人に与えたものを性という。
性に従うを道という。道を行うを教えという」と述
べる。つまり、天 = 自然の摂理が人間に与えた性質
「人間性」を認識し、この人間性に沿った生き方とし
ての「道」を、皆で探求し、実践することが「教え」
だという。また、『老子』という書物は「水」をキー
ワードとして、自然の摂理＝「道」をとらえ、それ
に沿った生き方＝「徳」を探求することを推奨して
いる。
　この文脈において、「教」は一方的ではありえない。
様々な人が共に探求し、影響を与え合ってこそ「道
の探求・実践」としての「教え」が成立するからで
ある。
ⅲ）認識主体と実践のコントロールセンター＝人格機
能を構築するための「修身」
　これを前提として、人間としての全体としての能
力とそのコントロールセンターとしての人格機能の
形成を指す概念が「修身」である。中国大陸の古典
学問・宋学の集大成者である朱子（1130-1200）の「八
条目」は次のように言う。「格物、致知、誠意、正心、
修身、斉家、治国、平天下」（『大学章句序』）。
　この意味は次のようなものである。実際に物に即
して取り組んで、知が活性化する。これによって何
が可能で何が不可能かの見極めができる。これが、
「言」が「成る」こと、誠実さを導く。この誠意の上
に、正しい心が成立する。
　この認識プロセスをきちんと踏めるように、認識
主体としての自分を磨くことが「修身」の第 1 の意
味である。この上に立って、実践主体としての自分
を磨くという「修身」の第 2 の意味が成立する。つ
まり、家族や家業を含む「家」をととのえ（斉家）、
国を治め（治国）、安定した世界にしていく（平天下）
という実践＝「道を行う」「教え」ることを通じて、
実践力を高め力のためにも「修身」、自己訓練が必要
だというのである。　
ⅳ）「教育は一方的」は、国家神道、国定教科書への反
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発とアメリカへの従属が招いた誤解
　
②実践能力との関係
　近年、OECD（経済協力開発機構）が提唱し、文部科
学省が「資質・能力」と訳しているコンピテンシー註4
との関連を述べておく必要があろう。それは、実践能
力レベルのことだからである。
　文科省は、コンピテンシーを「資質能力」と訳して
いるが、これは誤訳である可能性が強い。コンピテン
シーは、「ともに探求する能力」「一緒に仕事をする能
力」「状況に適切に反応する能力」というのがラテン語
起源の英語の意味だと考えられる。
　この能力は、「生活体験とその経験化」とい基盤の上
に成り立つ、個別諸能力（abilities）を前提とする。個
別諸能力とは、歩く、走る、車を運転する、土を耕す、
金属を削る、プログラムを作る、文書や設計図を作成
するなど、ありとあらゆる能力である。
　実際の生活、とくに人の役に立つ物事を作る・創る
という意味での「仕事」という点からすれば、「やりき
る能力」「プロジェクト完遂能力」としての「capacity」
「capability」が重要である。
　しかし、個別能力（abilities）とプロジェクト完遂能
力（capacity・capability）は直結しない。物事を実際
にやり遂げるには、さまざまな過程で困難にぶち当た
ることは避けられない。その困難を 1 つひとつ解決し
ながら目標を見据えつつ、それを修正していって、初
めてプロジェクトは遂行できる。この、個別諸能力と
プロジェクト遂行能力とをつなぐものが、competence
あるいは competency である。これは、「共に探究する
能力」「共に働く能力」「情況に適切に反応する能力」「協
動力」である。こうした能力を培っていけば、それは、
経営学の一部の人が言うような「最大利潤を生み出す
ヒトの行動特性」ということにもなり、学校や、地方
自治体や企業や、NGO や家族の「経営」も上手くいく
ことを導くことになる。
　例えば、「人生を生ききる」ということもひとつのプ
ロジェクトである。そこでは、受精して着床する、産
道を通ってこの世に出てくる、歩き始める、というこ
とから始まって、さまざまな試練がある。思春期にお
ける自分の身体の変化への戸惑いや異性への複雑な感
情の始まり。現代のイニシエーション（通過儀礼 ･ 入
社式）のひとつとも言える「進学」や「就職」にから
む選抜や競争もそのひとつである。恋愛や結婚、親離
れ ･ 湖離れ ･ 反抗期、子育てや離婚の危機、職業組織
における能力形成、「よりよい仕事」に向けた自己研鑽、
昇進・昇格、リタイアなどもそうである。一方、遊び
や趣味の世界における技の研鑽や、資金や時間の問題
も簡単でない。そうして、70 代、80 代、90 代になっ
て人生を振り返り、先祖にも感謝しながら、次の世代
にバトンタッチをしていく。
　こうしたプロセスにおいては、大きな喜びもあるが
同時に辛いこともある。やめたくなったり、死にたく
なったりすることもある。こうした困難を、条件を見
極めながら、工夫し、相談し、協力を求めて、決断し
て、１つひとつを乗り越え、あるいは迂回していく。
その過程で、うたれ強く、粘り強く、楽天的になり、
困難を逆手にとって、条件を活かしきり、必要な条件
を生み出して、多面的な表現能力を磨き、孤独を楽し
みながら人と共に楽しめるように、自分自身の「器量」
を大きくしていく。
　
③　個性的な仕事や遊びをしていくための「PDCAR」
と適切なプランニングのためのローカルな技 ･知識
･智慧と一般的な技 ･知識 ･智慧と、環境変化の４
つのサイクル
　ここ 20 年間ほど、「PDCA をまわすことが大事だ」
あちこちで言われる。その半分は正しいが、半分は間
違っている。間違いの 1 つは、「P」＝ plan 計画はどの
ようにして誰によって作られるのか？ということだ。
もう 1 つは「A」＝ action 実行の結果 result ＝「R」が
位置づいていないことである。
　前者から述べると、計画を立てるには、①自分たち
のこれまでの蓄積としての「ローカルな技・知識・智
慧（L）」と②「一般的な技・知識・智慧（G）」と③環
境変化（C）との３つを踏まえることが必要である。し
かし「PDCA」サイクル論には L も G も C も出てこな
いので、誰かが作った、あるいは恣意的に作った P ＝
計画ということになってしまう危険がある。
　後者について言えば、計画（P）を作り、試行（D）して、
修正を加え（C）、本格的実行（A）の後に必ず結果（R）
が出るが、この R への論究がない。実際には、R を踏
まえて、それを「ローカルな技・知識・智慧（L）」へ
落とし込んで L を豊かにする過程が必要である。そし
てそれをさらに「一般的な技・知識・智慧（G）」と照
合し、必要に応じて G を確認したり、修正したりする
作業が必要である。この 2 つのサイクルがあって、そ
れを環境 C というサイクルとさらに突き合わせるとい
う 4 つの円環の連携の下で、「PDCA」は回る。言い換
えれば、実践の質的・量的な磨きがかかるのである。
　
（４）教育実践の構造
　①テーマとなっていることについてのそれぞれの体
験・感想の掘り起こしと表現（コトバ・文字・絵・音など）
→②その共有（グループもしくは全体会）→③テーマ
についての基本的考え方・基礎的事項の提示→④提示
された基本的考え方・基礎的事項の共有→⑤テーマと
なっている事柄についての調査：新聞記事、文献、現
場訪問、聞き取りなど→⑥調査結果の整理・共有・表
現（コトバ・文字・絵・音など）・発表→⑦整理内容を
深め広げるための適切な素材の提供（講義・文書資料・
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映像・ゲストスピーカーなど）→⑧まとめと今後に向
けた課題の整理（内容と方法）→「授業」または「学習・
研究会」の前と後での比較、自分の成長の自己評価。
　なお、これを評価する場合に「レーダーチャート」
を使って、感想を述べあう、相互に評価しあうことも
有効である。
　
４．終わりに
　以上、本年度後期（秋学期）に私が行った授業「現
代社会と社会教育Ⅱ / 生涯学習論Ⅱ」「グローバリゼー
ションと教育」の経過と授業を通しての発見について、
概要を述べた。
　2019 年度はこれを踏まえて、授業を深め、より整
理された報告を行う予定である。
　
　
註１　詳しくは、朝岡幸彦　笹川孝一　日置光久編『湿
地・海洋教育』筑波書房　2019 年 5 月刊行予
定を参照のこと。
註２　水谷智洋『改訂版　羅和辞典』研究社　2012 年。
註 3　ラムサール条約締約国会議決議、2015 年、プ
ンタ・デル・エステ、ウルグアイ。
註 4　詳しくは、笹川孝一『キャリアデザイン学のす
すめ』第２刷　法政大学出版局　2017 年参照。
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